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アメリカ「軍隊版」ペーパーバックと   

1940年代のアメリカ国民の読書晴好1  

渡 辺 洋 一  

一死体の尻ポケットから、彼が休息のおりに読んでいたに違い  

ない黄色いポケット版の本が突き出ており、題名だけが読み取れ  

ました－『私たちの心は若く陽気だった』－   

1．序論   

1．1 日的   

本論考の目的は2つある。第1は第二次世界大戦の間に、アメリカは民間と  

軍が協力して、海外で戦う自国の兵士たちのために、1，322点、繚発行部数1  

億2，300冊にのぼるペーパーバックを出版し配給した「軍隊版」（Armed Ser－  

vices Editions）2（プロジェクトの軌跡をたどることである。第2の目的は軍  

隊版で出版された本を吟味することにより、1930－40年代のアメリカー般国民  

の読書の傾向を探ることである。   

軍隊版は兵士たちに軍事教育・思想教育を行うための出版企画ではなかっ  

た。たしかに軍事に関わる本や、愛国心や戦闘意欲を高揚する本も含まれては  

いたが、それらは全体の2パーセントに、も満たず、ほとんどは一般の国民が娯  

楽・教養として読む類の書であった。これは世界でも希有なプロジェクトであ  
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ると思われる。日本の軍隊にはこのような試みはもちろんなかったし、イギリ  

スヤフランスやドイツの軍隊においてもこのような例があったということは聞  

かない。その意味においても軍隊版の誕生・実施について知ることは興味深い  

テーマとなるし、さらに、このような企画の背後にあるアメリカ人の考え方を  

知る大きな辛がかりなるだろう。   

軍隊版はすべてすでに民間で出版されていたものの再版である。本の選択は  

数名からなる選択会議に委ねられていたが、選者たちはおおむね独断偏向する  

ことなく、兵士たちの要望を配慮しながら出すべき本を選択した。その結果、  

大筋では、当時のアメリカで広く読まれていた本が軍隊版に選ばれた。もちろ  

ん、対象となる兵士の大半は若い男性であり、児童・老人・女性はいなかった  

わけであるから、選択はその分だけ限定されている。しかし軍隊版の出版傾向  

は民間市場の出版傾向とさほど違いは示さなかった。したがって、軍隊版で出  

版された本から当時のアメリカの読書傾向を見ることは安当なことと考える。  

1．2 先行研究   

軍隊版（ArmedServicesEditions，以下ASE）について記述・解説した書は  

さほど多くはない。アメリカ出版史3やペーパーバック史4には数ページの解  

説はあるものの、それらのほとんどは、当時国防省の図書課にいたジョン・  

ジェイミー ソン（JohnJamieson）が記録したBooksjbrtheArwy （Columbia  

University Press1950、以下BFA）および戦時書籍協議会（Councilon Books  

inWartime、以下CBW）が出したAHistv7yqftheauncilonBooksinWartime  

1942－1946（NewYork1946 以下HCB呼）、そして実際にASEの企画実行の  

中心メンバーの一人で、陸軍図書関係の統括者だったレイ・L・トロートマン  

（RayL．Trautman）が書いた雑誌記事“WhatOurSoldiersAreReading；．  

Armed ServicesEditions and Magazines CurrentlyDistributed．”LibnりJouma1  

70（1945）：148－50．）とジュイミーソンのいくつかの雑誌記事に基づいてい  
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る5。1984年にはASE誕生40周年を記念してBooksinAction－The Armed  

ServicesEditions（JohnY．Cole（ed．），LibraryofCongress，1984 以下BLA）が  

出されたが、小冊子的なもので、ASEの出版リストをつけた以外には新しい  

情報はほとんどない。1996年にはヴァージニア大学の学生だったDaniel  

Millerが同大学のASEコレクションに基づいてBooksGo7bT47ar（以下  

月G呼）をインターネット上にのせた。これはASEの本のカラーグラフィック  

をふんだんにちりばめた貴重で美しい作品である6。しかしASEに関する記  

述はやはり上述の本にもとづいており、ASEから出版された作家たちの手紙  

数通以外には新しい情報はない。   

日本の研究書では、金子聖之助著『世界のペーパーバック』（出版同人  

1973）が数ページにわたって解説している。また訳書であるが、『ペ→バー  

バック大全－USA1939－1959』（ピート・スフリューデル著、渡辺洋一訳 晶  

文社1992）にも数ページの解説があるが、どちらも上述の且FⅣとガCβⅣ  

にもとづいており、新事実は加えられていない。   

研究論文としてASEを扱ったものは、私の目に触れた限りではアメリカに  

も日本にも見当らない。本論文も新たに発見された資料に基づいたものではな  

いので、史実に関しては主として上に挙げた文献に基づいている。ただ、私の  

目から取捨選択し、私なりの考察を加えたつもりである。   

2 ASEの誕生   

2．1前史   

2．1∴ ペーパーバック革命   

マルコム・カウリー（MalcolmCowley）は、1930年当時のアメリカの書籍店  

に関する0・H・チユニー（Cheney）の報告書にしたがい、書籍店の数は全  

国で4，053で、その大半はギフトショップや文房具店の片隅の棚に数冊の小説  

などを置く程度だったと述べている7。そして全米の3分の2の地域には本を  
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売る店は全くなかった。「本屋」と呼べるような店は全国でわずか500で、それ  

も大半が12の大都市に集中しており、客は富裕階層に属する人たちに限られて  

いた。農民や労働者たちの大半は本屋など入ったこともなかった㌔ILOが、  

1930年頃にフォード自動車工場に勤める100の労働者家庭を調査した結果によ  

れば、彼等の年間平均収入は1，711ドルで、新聞の購入費が年間で12．06ドル、  

映画などに5．55ドル、本に費やすのは平均でわずか0．20ドルだった。93の家庭  

では全く本を買わなかった9。30年代の後半までこの状況にさして変わりはな  

く、書籍は高価なハードカバーであり、読者は富裕な人々だった。   

こうした出版・読書の状況に革命的な変化をもたらしたのは、ポケット■  

ブックス（PocketBooks）の創刊だった。1939年6月、ロバート・デグラフ  

（Robert de Graff）は、自分が設立したポケットブックス社（Pocket Books  

Inc．）から10点のペーパーバックを発売した。値段は25セントで、いずれも  

ハードカバーで出版されていた作品のリプリントだった。ポケット・ブックス  

の発売は大成功であった。そのカギは次の4点にあった。   

1．25セントという安さ   

2．ベストセラー、良書、質のいい作品   

3．書店以外でも、スーパーやデパート、駅のキオスク等々で気軽に買える   

4．小型・軽量で持ち歩きに便利なサイズ。そして表紙のデザインが斬新   

印税、取次店のマージンなどを極端に押さえ25セントという低価格にしたの  

が大きなポイントだったのは確かである。ポケットブックえ以前にも25セン  

ト程度の廉価なべーバーバックがアメリカで発売され、それなりの成功を収め  

たことはあった10。だがそれらはポケット・ブックスのように広く普及するこ  

とはなかった。その違いは何といってもポケット・ブックスが、人々が読みた  

いと思う人気の高い本や話題作、そして質の良い作品を選んだことにある。最  

初の10点は次の通りである。  

1．ジェームズ・ヒルトン（JamesHilton）『失われた地平線』（LostHo－  
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ぬ0彿） 人気小説   

2．ドロテア・ブランド（Dorothea Brande）『目覚め、そして生きなさ  

い！』（Ⅵ匂ゑg坤α粥dエiγβ／） 人気のあった自己啓発書   

3．シェークスピア（Shakespeare）『5大悲劇』（nveGreatTragedies） 古  

典戯曲   

4．ソーン・スミス（ThorneSmith） 『トッパー』（Tq抄er） 人気小説   

5．アガザ・クリスティー（AgathaChristie） 『アクロイド殺し』  

（T九β肋1畑βγ〆助卯γAc由りd） 人気ミステリー小説   

6．ドロシー・パーカー （DorothyParker）『イナフ・ロープ』 人気作家  

の詩集   

7．エミリー・ブロンテ（Emi1yBrontさ） 『嵐が丘』（  

助砂地） 悲劇的な恋愛小説   

8．サミュエル・バトラー（SamuelButler）『万人の道』（TheWay〆All  

FJgβ九）古典的小説   

9．ソーントン・ワイルダー（ThorntonWilder） 『サン・ルイス・レイ  

の橋』 （Tんgβわdgβ〆ぶα彿エぬ月印） 人気小説 ピュリッツァー賞  

受賞  

10．フェリックス・ソールティン（Felix Saltin） 『バンビ』（Bambi）  

子鹿を主人公にした児童向け小説   

1、2、4、5、9は20－30年代のベストセラーだったし、3は世界的に有  

名な古典、6、8はハイブラウ向け、7はこの年に封切られた同名の映画に合  

わせての出版だった。このように人気作品や話題作から、古典、児童向けと幅  

広い本の選定がポケット・ブックスの成功に大きく寄与していた。   

こうしてポケット・ブックスは、「最良の本を最大多数の人々に最低の価格  

で」11という謳い文句の通りに、1941年で1，000万部、42年には2，000万部と売  

上げを増やしていった12。  
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他社もこの有望な市場に参入してきた。41年にはエイヴオン・ブックス  

（Avon Books）、42年にはペンギン・ブックス（Penguin Books）、43年にはデ  

ル・ブックス（De11Books）、ポピュラー・ライブラl）－（PopularLibrary）が  

ペーパーバックの出版を開始し、ペーパーバック革命が急速に進行していった  

のだった。  

2」．2．第2次大戦とビクトリー・ブック・キャンペーン  

1939年9月、ナチス・ドイツのポーランド侵攻に反対して、英仏がドイツに  

宣戦布告し、第2次世界大戦が勃発した。アメリカから見た終戦までの主な出  

来事は以下の通りである。  

1939： 9月3日 英仏、ドイツに宣戦布告  

アメリカは中立的立場を取る。  

1941： 3月11日 武券貸与法が成立。アメリカの英仏への支持明確となる  

1941：12月7日 日本軍真珠湾攻撃、太平洋戟争へ突入  

1942： 6月5－6日 ミッドウェー海戦  

1942： 9月28日 米増援軍、アフリカ西部海岸へ  

11月8日 米英連合軍北アフリカヘ上陸  

1943： 7月10日 英米連合軍シチリア上陸  

1943： 9月3日 イタリア無条件降伏  

1944： 6月6日 Dデー。 連合軍のノルマンディー上陸開始  

1945： 5月7日 ドイツ無条件降伏  

1945： 8月15日 日本軍無条件降伏   

アメリカが参戦に踏み切ったのは、41年12月の真珠湾攻撃を受けてからだっ  

た。この奇襲により、国論は一挙に参戦に傾き、アメリカ軍兵士が続々と戟地  

へと送られるようになった。  

1942年になると、全米図書館協会（theAmericanLibraryAssociation）、赤  
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十字、および全国慰問協会（UnitedServiceOrganizations＝U．S．0．）が中心と  

なって、戦地の兵士慰問のために本を送る「ヴイクトリー・ブック・キャン  

ペーン」（VictoryBookCampaign、以下VBC）が開始された。出版界もこの運  

動に協力した。出版される本の中には運動に協力を呼びかけるロゴや文句が刷  

り込まれた。たとえば、1943年に発行されたポケットブックには「わが軍の  

兵士たちは本を求めています…彼らは勉強のための本や楽しみ・気晴らしのた  

めの本を必要としています。この本でも、どの本でも、お読みになったら、最  

寄りの公立図書館へお持ちになるか、下記の住所へお送り下さい。全ての本は  

そこから戟地へと送られます」と印刷されている13。このキャンペーンは翌43  

年まで続けられた。   

VBCおよびその他の集本運動で集められた本は総計でほぼ1，850万冊に達  

し、そのうちの1，000万冊が戦地へ送られた14。   

VBCは故国の人々の善意や奉仕に支えられていたが、問題もいくつかあっ  

た。1つは本のサイズで、送られてくる本はハードカバーも多く、嵩張り、持  

ち歩きに不便で戦地には不向きだった。2つには重複が多く、効率が悪かっ  

た、3つには必要な本と不要な本の区分けに大変な手間が掛かった。その上不  

要な本は戟地の図書館でも邪魔な存在となった15。   

この他に、赤十字が戦時中を通じて本を購入して戦地へと送ったり、全国的  

な読書クラブ組織ブック・オブ・ザ・マンス（theBook－Of－the－MonthClub）  

が軍を無料会員とし、毎月1946年まで、クラブが選んだそれぞれの本を数百か  

ら千数百冊ずつ戦地の図書施設へと送った16。  

2．2 ASEはどのように誕生したか。   

上述のような送本運動が行われ、また陸軍や海軍も独自に本を買い付けて戦  

地の図書施設に送ってはいたが、数百万にのぼる海外の兵士の読書欲を満たす  

ことはとても出来なかった。  

7   



文化論集第19号   

戦地の兵士に配る本を出版社から買取るのではなく、自分たちで印刷・製本  

してしまおうというアイデアを思いつき、実現させていった功労者は図書担当  

陸軍将校だったレイ・L・トロートマンとその同僚のスターリー・トンプソン  

（StahlyThompson）であった。ジュイ ミーソンはBFAの中で彼らの努力を生  

き生きと措いている17。軍の図書を出版社から購入する任を担っていたトロー  

トマンは安価に手に入るペーパーバック版の本を求めていたが、いくつかの技  

術上の問題があって出版社はなかなかそのような注文に応じられなかった。そ  

こで彼はトンプソンに相談した。トンプソンは雑誌サイズに適合するように活  

字を組替えて、輪転機で印刷したリプリント版を作れば、コストは低く抑える  

ことが出来ると助言した。戦時下の用紙不足で雑誌用の輪転機はフル稼働して  

おらず、リプリントを印刷する余裕は十分にあった。ふたりはこのアイデアの  

検討を重ねた。しかし大規模なリプリント版を作るには著作権を握っている出  

版界の協力なしには不可能なことであった。そこでふたりは彼らの案を携え  

て、戟時書籍協議会（CBW）の執行委貞であったマルコム・ジョンソン  

（MalcolmJohnson）に会いに行った。1943年1月のことであった。CBWは出  

版社、作家、図書館などが戦争遂行に協力するために1942年に結成された組織  

だった。CBWの目的のひとつは書籍を通じて、民間人と軍人の士気を高める  

ことだった。「本は思想戦における武器である」というのがCBWのスローガ  

ンであった18。ジョンソンは二人の提案に大乗り気であった。彼はCBWの執  

行委員会に、CBWが中心になってこの案を実行することを提案した。すなわ  

ち、CBWがすべての責任を持ってこうした本を作成し、それを原価で軍に売  

ることだった。陸軍だけでなく海軍もこの案に乗り気だった。ジョンソンたち  

は綿密な計画を練りあげて出版界に提案し、時には反対する者を説得し、時に  

は妥協をしながら、最終的な同意を取り付けた19。  

1943年5月にASE計画はまとまった。その骨子をHCBWに沿ってみてゆこ  

う20。  
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ASE計画の基本的な考え方は「現在市場に出回っている書籍を、民間の経  

済を損なうことなく、しかももっとも広範な配給ができるような形態と価格で  

再版することによって、戦闘中の部隊や病院にいる兵士たちが入手できるよう  

にすること」21であった。いうまでもなく、兵士たちが実際に購入するのでは  

なく、政府＝軍が買い上げ、兵士たちに無料で配給するわけである。   

この考え方をもとにした計画の主な点は次のようなものだった。   

1 本の形態は携帯に適したものでなければならない。ハードカバーは不適  

切である。   

2 本は軍隊のみに提供されるべきで、市場に出回り、民間の出版業者を脅  

かすことがあってはならない。   

3 CBWは月に50点前後の本を作成する。   

4 本の選択は、各出版社がリストを提出し、審議会がその中から、兵士た  

ちに娯楽と気晴らしと情報を提供するのに適当と思われるものを選定す  

る。そしてさまざまな人たちの間で交換され、読まれることを考慮する  

と内容が多様である必要がある。   

5 政府が用紙を提供しCBWが本を編集し、印刷し、政府がこれを買い上  

げる。価格は出版コストに10パーセントのオーバーヘッドを加えたも  

のである。   

6 著作権料は1部につき1セントで、半分は著者へ、半分は出版社へ支払  

われる。  

1943年5月、CBWはポケット・ブックスの編集を手がけていたフィリッ  

プ・ヴァン・ドーレン・スターン（Philip Van Doren Stern）をASEの編集・  

発行の責任者に据えた。スターンがトロートマンとトンプソンの考えを入れて  

採用したASEの実際の形態と印刷方法は次のようなものだった。  

a．兵士の軍服のポケットに収まる、大小2種類の横長のサイズ  

（6．5×4．5インチ、および5．5×3．88インチ）のペーパーバック〈図－  
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1参照〉。2種類になったのは、雑誌を印刷する輪転機を使って印刷す  

るので、原雑誌のサイズに合わせるためだった。すなわち、リーダー  

ズ・ダイジェスト・サイズとそれよりやや大きいパルプ・マガジン・サ  

イズだった。ミソは上下別々な本を組んで印刷し、製本の段階で中央を  

水平に裁断し2冊の本を同時に作ることにあった。こうすることにより  

1部当たりのコストは5万部刷った場合には10セント以下、10万部以上  

ならわずか5セントに抑えられる見通しだった22。  

b．綴じ方は簡単で、250ページ以下の薄い本なら、短い縦の部分を  

ホッチキスで止めただけ、厚い本ならホッチキスで止めた上に背を糊付  

けした。どちらも、すぐにバラバラになってしまうような綴じ方だっ  

た。しかしこれにはわけがあった。ASEは「使い捨て消耗品  

（expendable）」とされており、戦争が終わった後にも残って民間の市  

場に出まわることは許されない品なのであった。  

c．本文は2段組、活字は小さいが読みやすいもの。2段組にした理  

由について、ジェイミーソンは、1．活字が小さくても読みやすい、  

2．スペースをとらない（1段嵐より12％多く活字が組める）、3．暗  

いところでも2段組の方が読みやすい、などをあげている23。   

表紙のデザインは、主にポケット・ブックスの表紙を手がけていたソル・イ  

ンマーマン（SoII．Immerman）が担当した。図1にあるようにシンプルなもの  

で、赤、緑，黄、青、異などの地に、右側にタイトルと著者名、左側に原本の  

表紙写真を白黒にしてあしらったものだった24。 左下には‘ArmedServices  

Editions’というロゴ、そしてタイトルの下には細かい字で非売品（Not for  

Sale）であること、政府の所有物（GovernmentProperty）であること等々の  

語句が印刷されていた。一番下には色違いの帯が配され、「本書は完全本であ  

り、ダイジェストではありません」（THISISTHECOMPLETEBOOK－NOT  

ADIGEST）、あるいは「戦時下の読書用に縮約しました」（CONDENSED   

lO   
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大サイズ：6．5×4．5インチ（16．42×11．43cm）  
（BowlingGreenStateUniversityのPopularCultureLibrary所蔵）  

小サイズ：5．5×3．88インチ（13．97×9．86cm）  

国－1軍隊版（ArmedServicesEditions）   

11  
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FORWARTIMEREADING）25と書き込まれていた。1175香（1946年9月）ま  

でのASEはこのデザインに統一されていた。1176番からは普通のポケット・  

サイズとなった。この時にはすでに戦争は終わっており、ASE文庫の発行部  

数も25，000部に減っていた。そうなるとむしろこのサイズの方が経済的だった  

わけである26。しかし表紙のデザインには大きな変更はなかった。  

2．3 ASEの出版と配給  

1943年9月、ASE文庫第1号であるレナード・Q・ロス（LeonardQ．Ross）  

の『ハイマン・カプランの教育』（Tゐβ且d堀Cαぬ彿げガ＊yW望W∬u？㌦望W  

ユーモア短編集）が配給された。それ以降1947年9月に最後の1冊であるアー  

ニー・パイル（ErniePyle）の『故国』（HomeCbuntn，＝ラム集）にいたるま  

で、5年間で、点数は1，322点に及ぶ27。その間最初のうちは月に30点（A－Ⅰ）  

で5万部、その後32点、そして44年9月からは月に40点となり、それぞれ  

125，000部刷られるようになった。さらにその後のピーク時には155，000部にま  

で増加した28。そして総計では実に1億2，300万冊弱のペーパーバックが出版  

された。   

ASEのマークをつけた小さな本は、戦時中は海外で戦う兵士たちに、戟後  

は駐留する兵士たちに、そして負傷して入院した兵士たちに配給された。で  

は、どのようにしてそれらは兵士たちの手に渡ったのだろうか。トロートマン  

によれば、基本的には海外の部隊には、およそ150人につき月に1セット  

（30－40部）、遠隔の部隊の場合には150名以下であっても1セット、病院では  

50床に1セットの割合で配給された。そして海外のアメリカ軍捕虜に配るため  

に毎月4，000セットがYMCA捕虜援護部に送られた29。   

ある従軍記者は、兵士たちがPX（軍の配給所）に群がっているところを通  

りかかった時のことをこう書いている：   

「アイスクリームの支給所にも人けがなかった。近くライターの支給がある   

12   
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という噂があった。……だが、それは本だった。痛まないよう茶色の包装紙で  

しっかりと包まれきっちりと縛られていた。PXの手伝いの者が包みを開け、  

本を大きな箱に移していた。行列はどんどん進んでいった。選んでいる暇はな  

い。『さあ、一冊ずつ持って行くんだ。立ち止まるなよ。あとで交換すればい  

いんだから』と言う声が聞こえた30。」   

このようなにしてASEの多くは兵士の手に渡り、互いに交換されながら回  

し読みされたのだった。   

3．兵士たちはどのような本を読んだか。   

3．1ASEの出版物の選定者と全体的傾向   

ASEの1，322点を見て最も印象的なのは、それらが決して兵士の士気高揚や  

思想教育を目指したり、敵国・敵軍に対する憎しみを煽るものではなく、一般  

の市民が読むものとほとんど変わらない、教養から娯楽にいたる多様な作品の  

集まりだということである。軍国主義・思想統制に走り、軍隊のみならず民間  

の出版物までもきびしく制限した日本とは極めて大きな違いである。ASEの  

背後には、戦地にいる兵士に少しでも故国の市民と同じ思いを味あわせてやり  

たいという労りが感じられる。アメリカ人の懐の大きさを感じる。   

ASE誕生の原動力となったトロートマンは、兵士たちとの接触や調査によ  

り、兵士たちがどんな本を求めているかをよく知っていた。彼はトンプソンと  

共にASE誕生のために知恵を絞った。そしてCBWに働きかけた。それを受  

けてCBWがどのように彼らの計画を実現していったかは先に述べた通りであ  

る。CBWが当初どのような読み物を兵士に提供しようと考えていたかは  

CBWの中に設置されたマルコム・ジョンソン、ウイリアム・スローン（Wil－  

1iamSloane）、ジョン・ファラー（JohnFarrar）の3人からなる企画委員会が  

1943年3月に提出したガイドラインから知ることができる31。それによれば含  

められるべき本は、この戦争を扱ったもの、当時人気のあった小説、ユーモア  

13   
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もの、アメリカ文学の古典、ノンフィクション、短編小説などの選集等々で  

あった。ASEにはオリジナルはなく、すべて再版であった。どのような本を  

選んで再版するかは、CBW内の諮問委貞会によって決められた。メンバーは  

ジョン ・ファラー（ファラー＆ラインハート出版社、ウイリアム・スローン  

（ヘンリー・ホールト出版社）ニコラス・リーデン（NicholasWredenスタリ  

ブナ一書店）、ハリー・ハンセン（HarryHanSen ニューヨーク・ワールトテ  

レグラム紙）、ジェニー・M・フレクスナー（JennieFlexner ニューヨーク市立  

図書館）、マーク・ヴァン・ドーレン（MarkVanDoren詩人・批評家）、エイ  

ミー・ラブマン（AmyLovemanブック・オブ・ザ・マンス・クラブおよびサ  

タデー・レビュー・オブ・リテラチャー誌）の7名だった。のちにエドワー  

ド・C・アズウェル（EdwardAswellハーバー＆ブラザー出版社）ベアトリ  

ス・リベーア（BeatriceLibaire ニューヨーク市立図書館）、ルイス・ガネッ  

ト（LewisGannett ニューヨーク・ヘラルド・トリビューン紙）、ジョセフ・  

A・マーゴリーズ（JosephA．Margolies プレンターノ書店）が加わった32。彼  

らは無報酬で毎月2回集まり、書評を読み、検討し選定 リストを作成した。そ  

のリストは陸軍および海軍の図書担当者にまわされ、さらに検討された。陸軍  

の担当者はレイ・トロートマンであった。海軍の担当者はイザベル・デュボワ  

（IsabelDuBois）であった。そして諮問委貞会、陸軍、海軍の3者が同意した  

ものが出版されが3。選択された本は、ジュイミーソンが「みんなに何かを」  

（Sornething or Everybody）34と表現しているように、広範で多様な欲求を充  

たそうとするものであった。ジェイミーソンは「妥当な範囲内ですべてのレベ  

ルの好みを満たすものが選ばれることとなった：真面目な読者のためには、小  

説であれノンフィクションであれ「よい」本がなければならないし、逆に真面  

目な読者から見たら「くず」のような本もなければならなかった」と述べてい  

る35。出征兵士たちは決して、知的レベルや教養が同じ集団であったわけでな  

く、むしろきわめて多種多様な人々の集まりだった。したがって読みたい本の   

14   
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種類も多様なのは当然のことだった。ASEには、『オデュッセイ』（0如5ぶ町  

926）などの古典文学、『プラトンの共和国』（鞄卸軌叩〃甑わ H－217）といっ  

た哲学書やFサモアの思春期』（伽わ曙〆Agβ血5α伽α 826）のような文化  

人類学書から『情熱的な魔女』（T九β劫ざざ五弼αfβ 耶わぁ Q－13）といったセク  

シーなタイトルを持ったものや、漫画の『サッド・サック』（ぶαd5αC鳥 719）  

や『スーパーマンの冒険』（TゐgA血g扉伽作げ5頑β門侮弗コミックを小説化した  

もの 656）などにいたるまで多様な本が含まれていた。しかし選定に当たっ  

た諮問委貞会のメンバーは良識ある出版人、批評家、図書館員、ジャーナリス  

トたちであり、全体的に見れば、選ばれた本は健全な作品であった。  

3．2 ASEの出版物の分析   

表－1はジェイミーソンが挙げた分類表を筆者が点数の多いものから順に並  

べ直し、それぞれのパーセンテージを出したものである36。   

この表を見て気づく特徴は以下の通りである。数は少ないが戯曲、漫画も含  

まれているし、詩集などは28点もある。  

1．ジャンルが多岐に渡っている。一番多い現代小説（contemporary  

fiction）でも20パーセント以下である。   

2．フィクションとノンフィクションの比率はおおよそ65％対45％である。  

しかし、たとえばユーモア（humor）などはフィクションもノンフィク  

ションも含まれるであろうから、比率はあくまでも概算である。   

3．娯楽を提供しようというASEの意図が明確に見て取れる。1位の現代  

小説はおくとしても、2－4位までがウェスタン、ミステリー、ユーモ  

アなどの肩の凝らない読み物となっている。   

4．詩集、古典、科学、歴史など、ハイブラウ向きの本も含まれている。   

5．ウェスタンや冒険ものなど分野が男性的な主流で、恋愛・ロマンスと  

いった女性に好まれるものが少ない。対象が兵士であるから、これは  

15   



表－1CBWの分類に基づくジャンル別出版点数とそのパーセンテージ  

C血画板助加   川棚血町げT棚お  ％   且柑仰が郎   

Contemporaryfiction   246  、18．6  Steinbeck．Marquand，Rawlings，andothers   

Westerns   160  12．1  Mulford．Hayco又，Grey，andothers   

Humor   130  9．8  ■・     ′ ′ ′  ′ ′   ′         ′  ′ ′  ■一′   

Mysteries   122  9．2  Chandler．ElleryQueen．andothers   

Historicalnovels   113  ‘8．5  Allen，Be斬）rdFillage；Roberts，Northwest触sage   

Short story collectlons 92  7．0  Anderson，Mansfield，andothers   

Biographies   86  6．5  James，AndrewJackson；VanDor9n，BenjaminFranklin   

Countries and travel 45  二3．4  DePoncins，Kabloona；Keith．LandbelowthcWind   

Adventure   33  2．5  London，Cbllqfthemld；Household，RogueMale   

Science   32  2．4  Sears，Deserts（桝theMarch；Gray，ScienceatⅥ匂r   

Sports   30  い2．3  Grabえm，⊥仙GめγigFarson，山車刊g砧地場   

Poetry   28  2．1  Housman．Longfellow，She11ey．andothers   

Seastoriesandthenavy   28  2．1  Ellsberg，HellonIce；Goodrich，Delilah   

Fantasy   26  く2．0  Hudson．GreenMansioms；Bradford，Ol’ManAdaman’HisChi   

MacDougall，加ナ聯γi≠伽（加ぬづ油血叩AγⅦ湖町〆鮎川伽灯 Cγ路f  
Miscellaneous   24  1．8        烏肋椚   

TheIliad；A Cbnnecticut Yankee（thatis．bothclassicalliteratureand  
Classics   23  1．7         poplユ1arclassics）   
Currentaffairsandthewar   20  1．5  Lippmann，LLS．Pbreignlbliqy；EiniePyle’sbooks   

Sandburg，StmnovertheLand；NevinsandBrebrLer，TheMakingqfModem  
Ⅵistory   20  こ1．5       月わ′α血   
Nature   16  1．2  Dempewollf，AnimalReveille；Sanderson，ACaribbeanTreasure   

Self－help，inspiration．etc．   16  1．2  Fosclick，0彿βg加gα斤紹J飽和叩；Tho111ess，肋わr如れたぶか℃fg如   

Musicandthearts   田  0．8  ▲    ′ ・ ′  王′′′   

Aviation   8  0．6  Saint－Exupery，NightFlighl；Markham，WestwiththeNight   

Drama   7  0．5  0’Neill，Shaw，andothers   

Cartoons 6  ・0．5  Price，Arno，andothers   

計   1322  100  

沖
詩
群
淋
潮
忘
ヰ
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当然のことである。   

軍の図書関係者は、しばしば兵士たちの希望や好みを知るためのアンケート  

調査を行ってきた37。兵士から要望が多いものの順位は1位が最近の小説、2  

位がアクションもの（ウエスタン、ミステリー、アドベンチャー）、3位が短  

編小説集、以下は戦後の状況に関するもの、科学・技術関係、伝記、社会情  

勢、歴史小説、古典文学、軍事関係となっている38。ASEの選択にあたった  

人々にこうした要望がどれほど直接的な影響したかは定かでないが、上の表と  

対照すれば、ASEの選定がほぼ兵士の要望に合致していたことは明らかであ  

る。  

1944年には、ある海外の戟地の兵士を対象に、その時までにASEから出て  

いた120点について、人気調査をしている。特に人気■のあったのは、ベストセ  

ラー小説やユーモアもの、アクションもの、そしてお色気もの（たとえば、  

馳帆勤吻南川侮扉9）だった。 こうした兵士の好みをよく知るトロートマ  

ンがASEの選択に加わっていることを考え合わせると、ASEの出版傾向が兵  

士の好みによく沿っているのは十分首肯できるところである。   

ASEを読んでいた出征兵士たちの噂好は一般市民のそれと大差はない。そ  

れはASEが多くのベストセラーのリプリントを含んでいることからも明らか  

である。40－45年までに130万部以上を売った米国のベストセラー22点のうち14  

点がASEから再版されている40。したがって、ASEの出版リス′トを仔細に検  

討することにより、30－40年代の米国民一般の読書噂好を知ることが可能であ  

ろう。   

表－1のジャンルに従い、さらに詳しく見てゆこう。  

3．2．2 現代小説およびアメリカ古典文学   

最も出版点数が多い現代小説の分野で最も注目されるのは、スタインベック  

の『怒りの葡萄』（JohnSteinbeck TheGrqpesqfWnth C－90）である。30年代  

17   
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の大恐慌下、オクラホマを追われカリフォルニアへと移住する貧しい農民を措  

いた小説は社会問題を鋭くついた作品であった。1939年のベストセラーであ  

り、また40年にはジョン・フォードによって映画化された。こうした一般の人  

気もあってASEで再版されたのであろうが、このような社会批判の書は軍隊  

の読み物にはそぐわないような気がする。選者の良識と、そして一般の人気に  

支えられた結果であろう。ベストセラーとなったが、黒人と白人の恋愛を扱  

い、物議を醸したリリアン・スミス（LillianSmith）の『寄妙な果実』（Stnnge  

EbitQ－32）も出版された。アースキン・コールドウェル（ErskineCaldwell）  

やジョン・オハラ（JohnO’Hara）などの作品は数点ずつ出版されている。シ  

ンクレア・ルイス（SinclairLewis）も3点入っている。ヘミングウェイの作  

品は2点出版された（『短編小説選』助如廟‖撤而ぷ鵬おⅨ－9および『持つと  

もたぬと』乃月加gα乃d助γβ肋r 657）が、1940年のベストセラーの一つで  

あった『誰がために鐘は鳴る』（凡γW九ク肋抽g月βJ′乃ヱJざ）は含まれていない。  

スコット・フィツツジェラルド（ScottFitzgeraldの作品は『偉大なるギヤツ  

ツピー』（T九gC†官αタGめ抄 862および『リッツほど大きいダイヤモンド他、  

短編集』T如β血〝始れdαざβなαβ班g丘肋α弗d Ofあβγ∫わわgぶ1043）が入ってい  

る。トマス・ウルフ（ThomasWolfe）の長大な作品も縮約版で2点（『天使よ  

故郷を見よ』エ00お助刑βWα畑A弗ggJO－31、『時間と河』呼耶刑gα弗d点血βγ  

1013）出版された。ウイリアム・フォークナーの作品は1点のみ（『ェミリー  

への薔薇、他短編集』Ajねぶβ♪γ月例五妙α彿dO肋βγぶねわβざ825）である。1930年  

代に重要作品を次々と発表していたフォークナーだが、人気という点ではスタ  

インベックなどに遠く及ばなかったということだろう。シオドア・ドライザー  

（TheodoreDreiser）、ジョン・ ドスパソス（JohnDosPassos）の作品はASE  

には含まれていない。   

アメリカ文学の古典といわれる作家では、マーク・トウェイン（Mark  

Twain）が6点、ジャック・ロンドン（JackLondon）が6点（うち1点がリブ   

18   
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リント）が目立つ。表－1の例から分かるように、ロンドンの作品の（一  

部？）は冒険物に分類されている。彼の作品◆は古典というよりはポピュラ」な  

冒険小説の作家として受け入れられていたのだろう。ハーマン・メルヴイルは  

3点が入っているが、これも海洋冒険に分類されている。ナサニエル・ホーソ  

ン（NathanielHawthorne）、ヘンリー・ジェームズ（HenryJames）は短編集が  

1点ずつ出版されている。   

ASEには英国作家の作品も多く含まれている。サマセット・モーム（Som－  

mersetMaugham 5点）、クローニン（ArchbaldJosephCronin 5点）、コ  

ンラツド（JosephConrad 5点）、ウェルズ（班G．Wells 5点）そしてヒ  

ルトン（JameSHilton 3点）らの作品は、米国でも人気が高かった。   

ASEから出版されなかったベストセラーの中には、歴史小説のカテゴリ†  

にはいるのだろうが、大ベストセラーだったマーガ●レット・ミッチェル  

（MargaretMitche11）の『風と共に去りぬ』（GonewiththeⅥ勧d1936）やハー  

ベイ・アレン（HerveyAllen）の『アンソニー・アドヴアース』（AnthowAd－  

verse1933）、そしてパール・バック（PearlBuck）の『大地』（The GoodEarth  

1931）がある一。いずれも長大な作品であり、縮約が困難だったのかも知れな  

い。しかし1942年の大ベストセラーだった、L・C・ダグラスの歴史小説『聖衣』  

（T九β加わβ）は出版されている（D－118）。   

やはりベストセラーだったジェームズ・ファレル（JamesThomasFarrell）  

の3部作『スタッド・ロニガン』（5加dエ0彿なα彿1932－35）もASEから出版さ  

れなかった。作家の左翼的な姿勢が選者から敬遠されたのかも知れない。また  

黒人作家リチャード・ライト（Richard＿Wright）の『ブラック・ボーイ』  

（且奴通月砂）も1945年のベストセラーの一つとなったが、ASEには含まれな  

かった。人種的なものが関わっていたのであろうか。  
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3．2．3 ウェスタン   

ウエスタン小説は160点で、全体の12パーセントを占めているのも注目され  

る。肩の凝らないアクションと勧善懲悪の読み物として戦地の兵士たちに歓迎  

されたのであろうし、また40年代においてはウエスタンは小説でも、映画でも  

現在では想像もできないほどの人気ジャンルであった。いちどきに100万部を  

越えるようなベストセラーにはならないものの多くの固定フアンを持ってい  

た。また、人気作家がある程度限定されているのもこのジャンルの大きな特徴  

である。従ってASEでも一人の作家の出版点数という点ではウエスタンが一  

番多い。たとえば、アーネスト・へイコックス（ErnestHaycox）は18点（う  

ち4点がリプリント）。マックス・ブランド（MaxBrand）が18点（うち2点  

がリプリント）。ゼイン・グレイ（ZaneGrey）が9点（うち1点がリプリン  

ト）、クラレンス・マルフォード（ClarenceE．Mulford）が9点、ウイリア  

ム・レイン（WilliamM．Raine）が8点といった具合である。1902年に出版さ  

れたオーウェン・ウイスター（OwenWister）の古典的作品『ヴァージニア  

ン』（Ⅲ脚如加）は含まれているが、ウエスタン小説の原点ともいうべき  

ジェームズ・フェニモア・ケーパー（JamesFenimoreCooper1789，1831）の作  

品はASEには1点もない。  

3．2．4 ユーモア   

ユーモアが130点と第3位となっている。これはアメリカ人のユーモア好き  

という気質が大きな要因であろうが、それと同時に、娯楽も少なくまた常に死  

と隣り合って過ごさねばならない戦地にあって、笑いをもたらしてくれるユー  

モア書はストレスを和らげ、精神の均衡を保つのに大いに役立ったに違いな  

い。ASEの出版第1号となったのは、レーナード・Q・ロスのユーモア連作小  

説の『ハイマン・カプランの教育』だった。兵士たちがいかにこの本を歓迎し  

たかについて、後年ロスは戦地からもらった次のような兵士からの手紙を紹介  
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して説明している：  

「‥・先週、我々はあなたがお書きになったカプラン氏についての本を受け  

取りました。私はそれを読んでただただ笑ってしまいました。そこで或る娩、  

試しにキャンプファイアでその一節を兵士たちに読んで聞かせました。彼らは  

笑い転げました。そんな笑い声は何ケ月も開いたことがありませんでした。彼  

らは私に『カプラン』を一晩に1編づつ読んで聞かせることを求めました。楽  

しみの配給割り当てというわけです。…」41   

軽妙なユーモアと諷刺で人気のあったジェームズ・サーバー（JamesThtlr－  

ber）の作品は合作も含め実に13点（うちリプリント4点）に上っている。  

ユーモアに富んだ多彩な文章家だったロバートベンチリー（RobertCharles  

Benchley）の著作は6点（うちリプリント1点）がASEから出版された。  

ユーモアとペーソスの作家としてで知られるウイリアム・サローヤン（Wil－  

1iam Saroyan）の作品も『人間喜劇』（TheHuman Come4y A－15）ほか3点が  

出版された。   

米軍の慰問に力を入れていたコメディアンのボブ・ホープ（BobHope）が  

その経験をジョークを交えて綴った『私は故国を離れなかった』（J肋〃βγエ研  

肋刑g）は1944年に出版され、わずか2ケ月で140万部近くを売るという大ベ  

ストセラーとなった。彼はその印税を国家戦争遂行基金（NationalWar  

Fund）に寄付した。この本はもちろんASEでも出版された（0－14）。  

1942年の大ベストセラーだったマリオン・ハーグローヴ（Marion  

Hargrove）の『おい、ハーグローヴニ等兵』（SeeHere，PrivateBa曙rOVe）は著  

者が入隊した軍の日常生活をユーモアたっぷりに措いた作品である。大変な人  

気を呼んだにもかかわらず、不思議なことになぜかASEからは出版されな  

かった。  
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3．2．5 ミステリー   

ジェームズ・ハー ト（JamesHart1950）によれば米国でミステリーが人気  

のあるジャンルとして確立したのは1930年代である42。ハワード・へイクラフ  

ト（HowardHaycraft）によれば、書評雑誌『ブックレビュー・ダイジェスト』  

（助成風戒紺か卸料 に取り上げられたミステリー書は1914年が12点、1925年  

が97点、そして1939年には数多くのリプリント版は除いて217点に達した43。  

30年代にはじめて出版された小説のうちほぼ4分の1がミステリーまたは探偵  

小説だった。120万部以上売れた30年代のベストセラーのリストを見ると19点  

のうち、E・S・ガードナー（EarleStanleyGardner）の弁護士ペリー・メー  

スン（PerryMason）ものが7点、そしてエラリー・クイーン（Ellery  

Queen）の作品が3点も含まれている44。   

大恐慌のあとの30年代には、従来の頭脳明晰でもっばら推理によって事件を  

解決するアームチェア・ディテクティブ型のミステリーにあき足りず、リアル  

な状況の中で自ら行動することにより事件を解決してゆくハードボイルド塑の  

ミステリーが生まれ、読者に支持されるようになった。ハメット（Dasshiel  

Hammett）やチャンドラー（RaymondChandler）の作品がそれである。ハメッ  

トの『マルタの鷹』（Tゐβ肋肋5β飽Jc弼1930）、『ガラスの鍵』（TんβGJαざ∫勒  

1931）やチャンドラーの『さらば、いとしき人』（凡作購玖物′エβ〃β抄）などが  

当時のベストセラーとなった。またJ・M，ケイン（JamesM．Cain）の『郵  

便配達人は2度ベルを鳴らす』（T九g鞠βわ鶴弗A如呼ぶ点イ叩n血cβ1934）『倍額  

保険』（肋扉k血ね刷物1936）も人気が高かった。   

ミステリ∵の出版は40年代にも上昇をたどった。この傾向を反映してASE  

においてもミステリT関係の小説は全体の1割弱を占めている。暴力・殺人と  

いう刺激の強い題材と事件のナゾ解きというカタルシスが兵士たちの人気を勝  

ちえたのであろう。ASEの中で最も出版点数が多かったのはロックリッジ夫  

妻（FrancesandRichardLockridge）の作品で7点を数える（うちリプリント  
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1点）。彼らの作品はノース夫妻（Mr．andMrs．North）を探偵とするものと  

ハイムリッチ警部（InspectorHeimrich）が活躍する軽妙なタッチのものであ  

る。ロックリッジに次いで多いのはガードナーの弁護士ペリー・メースン  

（PerryMason）ものの6点、ドロシー・ヒューズ（DorothyHughes）の作品  

が5点，ニュージーランドの作家ナイオ・マーシュ（NgaioMarsh）が4点、  

レックス・スタウト（RexStout）、ウイリアム・アイリッシュ（William  

Irish）、クレイグ・ライス（CraigRice），J・M・ケインがそれぞれ3点ずつと  

なっている。   

日本人探偵ミスター・モト（Mr．Moto）が活躍する作品でも知られるM・  

P・マーカンドの作品は7点あるが（うちリプリント1点）、いずれもミステ  

リーではない。また当時人気の高かったアガザ・クリスティー（Agatha  

Christie）、やヴアンダイン（VanDine）、ハメットの作品はASEからは出版さ  

れていない。  

3．2．6 歴史小説   

歴史小説も人気ジャンルであった。ASEから113点が出版された。先に挙げ  

た『聖衣』の他に、キヤスリーン・ウインザー（K為thleenWinsor）の『永遠  

のアンバー』（FbYeVerAmber653）、エドナ・ファーバー （EdnaFerber）の  

『シマロン』（Cimarron E－140）ウォルター，エドモンズ（WalterD．  

Edmonds）の『モホークの太鼓』（DrumsalongtheMbhawk E－149）、サミュエ  

ル・・シュラバーガー（SamuelShellaberger）の『征服への道』（  

G那劇ね 8弘）等々がある。  

3．2．6．その他のフィクション   

この他のフィクションとしては、英国人C・C・フォレスターの海洋小説シ  

リーズ、Fホーンブロワー艦長』（伽仰血相助川わJ〟βγ804）他11点（うちリ  
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プリント2点）、英国人ラフアエル・サバティーニ（RafaelSabatiniの『シー  

ホーク』（T九gぶβα助砂おト266）などの海洋冒険もの、フランスの飛行士・作  

家のサンテグジュペ リ（AntoinedeSaint－Exup6ry）の『夜間飛行』（Night  

Flight F－152）のような航空もの、ロングフェロー（HenryWadworthLong－  

fe1low）、サンドバーグ（CarlSandburg）などの自国の詩人や、シェリー  

（PercyByssheShelley）、テニスン（AlfredTennyson）、ワーズワース（Wil－  

1iamWordsworth）などの英国詩人の作品集など28点の詩集がある。  

3．2．7． ノンフィクション   

ノンフィクションでは、伝記が断然多い。その他には歴史、スポーツ、科  

学、芸術等々多様である。第2次大戦で米軍に従軍し、沖縄で戦死したジャー  

ナリスト、アーニー・パイルが戦地の兵士たちの姿を綴ったコラムは戦時下の  

米国民の間できわめて人気の高い読み物だった。1943年には彼のコラム集『こ  

れがあなたの戦争だ』（月々柁ゐれ伽γlγαわがベストセラーとなった45。ASEか  

らも4点が出版された。『故国』（励傲＝仇刷物1322）はパイルの最後の本で  

あり、またASEの最後の本となった。また、1943年には高名なジャーナリス  

ト、ウオルター・リップマン（WalterLippmann）の『アメリカ外交政策』  

（U．S．ForeignPolicy）がベストセラーとなった。そしてASEにも加えられた  

（Cr73）。   

ノンフィクションの大ベストセラーでASEから出版されなかったものとし  

ては、デール・カーネギー（DaleCarnegie）の，『人を動かす』（Howtomn  

押加心射止物‰勅封物錘1936）が挙げられる。この楽天主義に支えられた  

自己啓発書は現在にいたっても読まれており、また多くの言語に翻訳されてい  

る。初年度にハードカバーで75万部以上売れ、1940年にはペーパーバック版が  

出版され、48年までにハードカバーとペーパーバックと合わせて330万部とい  

う当時としては破天荒な売れ行きであった。しかし、どういう事情があって  
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か、ASEからは出版されなかった。  

1943年、『秘密情報貞』（び机ねγC抑ゎ が出版され、話題をさらった。この  

本の副題は「アメリカにおけるナチスの地下活動に従事した4年間の記録一枢  

軸側スパイと内なる敵がどのようにアメリカを破壊しようとたくらんでいるか  

を暴く驚異の記録」（几砂釣祝γ拘α相加地〃αgiこ血dgwJdげAク彿βわcα一丁んg  

A刑αgわ曙丘βγβ加わ循げ助郷A∬ぬα鶴d O弱γE弗e刑五βざ扇抽i犯A柁肋棚Pわー励曙わ  

βgざれり伽こ加地d5ねrgざ）というセンセーショナルな暴露ものであった。著者  

は一時スパイ活動をしていたロイ・カールソンという人物だった。出版される  

とすぐに名誉毀損訴訟などで物議を醸したが、それが話題になり、また当時ラ  

ジオで人気のあったウオルター・ウインチェル（WalterWincheli）記者の支  

持もあってハードカバーのみで100万部に迫る売れ行きだった46。しかし、反  

ナチの格好の宣伝書であるにもかかわらず、この本はASEには加えられな  

かった。政府・軍が兵士の反応を憂慮した結果であるか、それとも選者たちの  

良識によるものかは不明だが、選者たちの意向の結果だとすれば、ASEの特  

徴をよく示すものといえよう。ASEは戟時下の兵士に提供する読み物であっ  

たが、軍事色、愛国ファナティシズム臭は驚くほど少ない。   

4 ASEはどのように兵士に受け入れられたか：兵士の手記その他  

以上のように出版され、配給されたASEを兵士たちはどのように読んでい  

ただろうか。それを示すものは、彼らの手記であり、また彼らから著者たちに  

送られた手紙である。   

遠隔の病院にいる兵士たちのための本を受け取るために何十マイルもヒッチ  

ハイクしてきた赤十字の将校は、「何冊かはすり切れてもう読めなくなってし  

まいました。でも、それをゴミ箱へ捨てるのは、祖母のお尻を叩くのに等しい  

不敬な行為ですよ。」と語った47。   

ガCβⅣは次のような手紙を紹介している：  
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「サイパン島でのことでした。夜に敵の激しい迫撃砲により多くの海兵隊   

員が死んだ翌朝のことでした。道を歩いていて、私は戦死者が何台かのト   

ラックの荷台に積まれているのを見ました…ある者は仰向けに、ある者はう   

つぶせになっていました。うつぶせの死体の一つは前線で鍛えられたら立派   

な海兵隊員になれそうな、補充されて到着したばかりの若い金髪の二等兵で   

した。視線を落とすと私は生涯忘れることのないものを目にしてしまいまし   

た。死体の尻のポケットから、彼が休息のおりに読んでいたに違いない黄色   

いポケット版の本が突き出ており、題名だけが読み取れました一『私たちの   

心は若く陽気だった』」48   

『私たちの心は若く陽気だった』（0祝γ助α作Ⅵ匂ざれ紘喝α粥dG喝′）はエミ  

リー・ キンプラーとコーネリア・スキナー（Emi1yKimbrough＆CorneliaOtis  

Skinner）という二人の女性が1920年代にしたヨーロッパ旅行の思い出をユー  

モラスに綴った青春の記だった。1943年にASE加えられ（B－73）、のちにリプ  

リントされた（R－17）。   

英国の病院に入院していたある陸軍将校は次のように書いている：   

「飛行機で前線に運ばれる歩兵たちの列から、兢後に勤務する主計部隊員   

に至まで、兵士たちがそれまでに経験したことがないほど熱心に本を読んで   

いるのを見ることでしょう。私の部隊の猛者たちの中には、恥じ入ることも   

なく小学校以来はじめて本を読んでいると認める者もいます。」49   

デーヴイス（Davis1984）は1944年のニューヨーク・ポスト紙にのった将校  

たちの体験記を引用している：  

フランスで戦っていた或る将校は、一冊の『ブルックリン横町』（A‘釣傑   

Gナ仇′5五弗月和0物朋 D－117，K28（リプリント））が兵士の手から手へと渡って   

読まれついに自分にまわってきた時の思い出を語る。「私はこの本が私に   

とってどれほど意味を持っているのか分かりませんが、ドイツ軍の銃撃のさ   

なか、次の閃光がまたたくまでの間、銃弾に意識を集中するかわりに、『ブ  
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ルックリン…』に出てくる人たちのことを思っていました。」  

また別な将校は語る。「あるときインドで、ひげの軍曹がリップマンの   

F外交政策』を読みふけっていました。彼にわが国の外交政策に関する見解   

はと問うと、彼は『上官殿、自分にはまだ分からないんであります。どうか   

この本を読み終えるまで待ってください』と答えました」50。   

兵士から作家たちに送られたフアン・レターも彼等がどれだけ熱心に読んだ  

かを知る格好の材料である。ジュイミーソンは、作品がASEから再版された  

作家たちを対象にしてに兵士からのフアン・レターのアンケートをとった51。  

多くの作家たちが回答を寄せた。その結果を見ると彼等が驚くほど沢山の手紙  

を兵士たちから受け取っていることがわかる。もちろん作家によって差はある  

が。／ト説家H・アレン・スミス（H．A11enSmith）はリプリント2点を含め5  

点をASEから出しているが、5千から1万の手紙を兵士たちからもらった。  

ベテイ・スミス（BettySmith）は『ブルックリン横町』のみであるが（ただ  

しリプリントされた）、一般市民からの手紙の10倍以上を兵士たちから受け  

取った。小説家ルイ・プロムフィールド（LouisBromfield）はリブT）ント1点  

を含め7点をASEから出しているが、1，500から2，000の手紙を兵士たちから  

もらっている。『共和国』（耶柁風妙畑地 p－29）の著者チャールズ・ベアード  

（CharlesBeard）は数百通の手紙を受け取った52。キャサリン・アン・ポーター  

（KatherineAnnPorter）は寡作であり、またいわゆる「売れる」作家ではない  

が、ASEのために編集された短編集（5gJβCfedS如作Sわわg5R－21）が出て数ヶ  

月の間で約600通もの手紙を受け取った。「私の楽しい仕事の一つはこうした手  

紙の返事を書くことでした。というのはそれらの手紙は例外なく親しみがこめ  

られ、良識的で、誠実味があり、中には文章のすばらしいものもあったからで  

す。」と彼女は書いている53。   

以上の例からも明らかなように兵士たちの反応は好意的であり、多くの兵士  

たちが平時に倍する読書家となり、ASEによって読書の楽しみに目覚めた  
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人々も少なくないことがうかがい知れる。戦争という異常な状況の中で、娯楽  

は極端に少なく、本を読む以外にはすることかなかった。極限状態の中、平時  

よりもはるかに精神は過敏となり、兵士たちは本が与える感動・笑い・そして  

思想に鋭敏に反応することもあったことは想像に敷くない。   

5 ASEは戦後の読書習慣に何をもたらしたか  

ASEプロジェクトにより、約1億2，300万冊の本が配布され、数百万の若い  

アメリカ人男性がそれを受け取って読んだことになる。それ自体が大変な出来  

事であるが、それは戦争終結とともに終わってしまった現象だろうか。いや、  

むさぼるようにしてASEを読んだ膨大な数の若者たちが故国へ帰ったわけで  

あるから、それが戟後のアメリカに何らかのインパクトをもたらさないはずは  

なかった。  

1943年11月、ASEが出版され始めてまもなく、マルコム・カウリーはASE  

が読書習慣を普及させることにより、アメリカの書籍市場を拡大させるだろう  

と予言した－「戦後の一般向け書籍の売上は何十万の規模ではなく何百万の規  

模となると推測すべきだろう」54 。そして文化や思考のレベルは向上し、読書  

に親しむようになった一般の人々はノより大きく知見を広げるだろうと彼は期待  

した55。   

ASEプロジェクトを推進したマルコム・ジョンソンたちも、ASEが結局は  

読者層の増大につながり、長い目で見れば出版界全体の利益になるものと予測  

していた。彼等はこれを渋る業者たちを説得する切り札にした。1943年5月、  

ASE実行委貞会はCBWのメンバーにあてた文書で、ASEプロジェクトが  

「戦後の平和時の読書に与える影響は、出版業全体に利益をもたらすであろ  

う。そしてその利益はきわめて大きいはずである。」と述べている56。   

カウリーやASE実行委貞会の予測通り、戟後はペーパーバックの出版は点  

数においても部数においても飛躍的に増大し、1939年ポケット・ブックス創刊  

28   
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と共に始まった「ペーパーバック革命」は出版界の様相や人々の読書習慣を変  

えて行った。金平は、推定の数字ではあるが、具体的な数を挙げて発行点数と  

部数の飛躍ぶりを説明している。それを表にすると以下の通りである。  

表－2 ペーパーバックの躍進 （金平、p．30を図表化）  

年   ペーパーバック出版社数   発行点数   発行部数   

1939   1（ポケット・ブックス社）   34   1，508，000  

1945   4   112   83，000，000   

1953   16   10，061   290，000，000  

このような飛躍の原因は、いくつも数えあげられるだろう。何よりも値段の  

安さが挙げられる。ポケットブックスが1939年に最初の10冊を出したときの  

値段はわずか25セントだった。そして50年代のはじめでも25セントから35セン  

ト程度だった。携帯に便利でどこでも気軽に読めることも大きな要因である。  

また、書店ばかりでなくドラッグストアや、駅の売店でなどで買えるという気  

軽さもある。さらに戦中の用紙統制が撤廃されたことも発行に拍車をかけただ  

ろう。しかしそれにもまして、ASEを通じて読書に親しんだ何百万という兵  

士たちの多くが、戦地から帰還した後も戦時の読書習慣を保ち続け、ペーパー  

バックの購読者となっていったものと考えられる。   

スフリューデルは、以下のような言葉でASEの概観を締め括っている。   

「終戦を迎えるころには、アメリカの人々はペーパーバックを買うことに慣  

れてしまっていた。「真の」文学書は、スーパーマーケットや駅の売店ではな  

く、本屋でしか買えないのだという考え方は昔のものとなった。アメリカでも  

その他の国でも、ペーパーバックを求める大衆読者が存在するのは明らかで、  

出版社にとってそれは、総計一億二三00万という膨大な軍隊版が出まわった  

ことを見さえすれば容易にわかることだった。種子は確実に根づいていたの  

だ。そして四○年代後半から五○年代にかけて、出版社はその果実の収穫に精  

を出すことになった57。」  
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6． 結びに  

ASEは、一人の将校のアイデアに始まり、アメリカ出版界と陸軍・海軍の  

連携をもたらし、1億をゆうに超える一大出版事業となり、兵士たちに大いな  

る慰めを与えた。そして多くのアメリカの若者に読書の喜びを知らしめた。戟  

争という最も殺伐な行為が読書という最も平和的な行為を育んだわけである。  

「本は武器である」（BOOKSAREWEAPONS）という勇ましいスローガンを  

もつ団体の事業が、実は多くの兵士たちに束の間の現実逃避と精神の安らぎを  

与え、恐怖や狂気を免れるのに役立ったわけである。私はこのアイロニーに大  

きな興味を覚える。しかも戦争中に培われた兵士たちの読書習慣・読書時好が  

戦後の出版・読書に大きな変化をもたらす要因のひとつとなった58。   

戦後の出版界、読書界の様相は大きく変化していった。特にマスtマーケッ  

ト向けの出版は急成長し、続々と参入する出版社間に俄烈な競争をもたらしな  

がら、ペーパーバックを巨大な市場へと導いていった。戦後の読書時好も大き  

く変化した。それはベストセラーとなる作品の傾向や、ペーパーバックの表紙  

のイラストにはっきりと現れた。その様相をたどることが次のテーマである。  

注  

1） 本研究を行うにあたり早稲田商学基金から補助をいただいたことに感謝する。また貴重な資   

料を快く閲覧させてくれ、様々な便宜を図ってくれたBowlingGreenStateUniversityのPopu－  

1arCultureLibraryの館員の方々に心から感謝する。  

2）（金平豊之助（r世界のペーパーバックJ1973）では「陣中文庫」と訳しているが、渡辺の   

rペーパーバック大全j（1992）の訳語に従い、本論では「軍隊版」を使用する。  

3） たとえば、John TebbelのA mstoTydBookPziblishimgin Ehe thuted States4voIs．R．R   

BowkerNewYorkの第4巻 TheGreaEChange1940－80には多少の言及がある。  

4） piet Schreuders PaqPerbacks，LLS．A－A GraL，hic肋Lvly1939－］959pp．49－53Blue Dolphin   

Enterprises．lnc．KennethW・Davis：7b－BitCbuEure－ThePaperbackingqfAmeYicaHoughtonMifflin  

Co．Boston1984pp．69－79，和書では 金平聖之助F世界のペーパーバックJ pp．25－30 出版同   

人1973）。  

5） 巻末の参考文献を参照  

6） http：／／www，1ib．virginia．edu／exhibits／ase／ヴァージニア大学のコレクションは、ASEの編   
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8）ibid．  

9）ibid．  

10） 金平 ppふ22  
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12） Cowleyp．482－3  
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14） βR4 p．61  

15）ib札p．62  

16）ibid．p．63  

17）ibid pp．143－5  

18）l■BooksAreWeaponsintheWarofIdeas’’HCBW p．5  

19） 月凡4 pp．145－6  

20） ガCβW p．69一乃  
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avai1abletoourcombattroopsandtohospitalswithoutdamagetothecivilianeconomyandin a   
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26） Schreudersp．51  
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鮎ゆg戚肌】′あICα乃5Ⅵゆ（折eγ紗α摘．’■ガCβⅣp．82  

31）ibid．p．65  

32）ibid．p．64  

33） 月凡4p．ユ53  

34）Jamieson（1945）p．325  

35）“A11levelsoftasteweretobecateredtowithinreasonablelimits：theremustbe“good”books，  
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bothfictionandnonfiction．fortheseriousreader，aSWellasbookswhichtheseriousreaderwould   

regardastrash．’’BFAp153  

36）ibid．pp．152－3  

37）Jamieson（1945）p．328  

38）ibid．p．328  

39）1brgyand Bessの原作肋mbab GirLの作者DuBose Heywardの作で、大恐慌後Virgin島   

の黒人一家の物語で、必ずしもお色気ものではない。タイトルのVirginからの連想である。中   

身は別にしてセクシーなタイトルで兵士たちの人気を集めた本もあった。たとえば、T加工血g妙   

エαみ（歴史小説でタイトルは舟の名前 Q－29）ゐざβ∬〃α占∫ぶ叩′？（ユーモラスなエッセー集 M－2）  

40） Mott（1947）の巻末ベス、トセラー表にもとづく。  
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laughsin months・Now they demandIonly read one K＋A●P．L．A．N story a night：a ration on   

Pleasure／）．Coleにあてた手紙1982BGW ch．王II  

42） Hart（1950）p．259  

43）ibid．p．259  

44） cf．Mott（1947）巻末ベストセラー表  

45） Mott（1947）p．278  

46） Tebbel（1987）  

47）注 …aNavylieutenantofRedCrossfieldworkershitchhikingsixtymilesinordertoget   

COpleSOfthebookstotakebackforboysinremotehospitals．saylngthatthefewcopltSalready   
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roadwhenIsawsomeofthedeadbeingloadedgentlyintothebacksofseveraltrucks…・・・There   

Were halfadozenstretched out，SOmeOntheir backs，and severalface down．Oneoflatterwas a   

youngIfair－haired privatewhohadonly recentleyarrived．asa replacement，fu11exuberanceat   

finallybeingafull－fledgedmarineonthebattlefront．AsIlookeddownathimIsawsomething   

WhichIdon’tthinkshal1neverforget．Stickingfromhisbacktrouserpocketwasayellowpocket   

editionofabookhehadevidentlybeenreadinginhissparemoments．Onlythetitlewasvisible－   
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p．83  
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WrOte．   
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51） BIAHackenbergp．19  

52）ibid．p．19  

53） Davis（1984）p．78  
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thehundredthousands’’．Cowley．p．484  

55）ibid．p．484  

56） 〟CβⅣ p．73  

57）“Bytheendofthewar，thepublichadbecomeusedtobuyingpaperbacks・Theearlieridea   
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throughoutthe，50，paperbackpublisherswouldeagerlyreaptheresultantfruit・’’Schreuders p・52  

58）Serverは復員兵士たちの噂好が、戦後のペーパーバックの出版傾向に大きな影響を与えた   

と見ている。l－Softcoverpublisherswerenottrying，howevertoappealtocollegeprofessors・The   

twenty－five－Centeditions－One－tenththe priceofa hardcoverbook atthe time－Were aimed ata   

working－tOmiddle－Classmalereadership●largelyamassofex－G・I・SWhohadlpickedupatastefor   

portablefictionwhileinuniform（thankstothefreeArmedServicesEditionsdistributedbythe   
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wereunderstandablyinclinedtohaveadarkerthanaverageviewpoint・”Over喝・DeadBo4yp・12  
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